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～また会おう！～

 　T君、元気？　｢ルーテルこどもキャ

ンプ｣はおもしろかったね。最初僕は

行きたくなかったんだ。僕の教会からの

参加者は僕一人だったし。でも、同じグ

ループで九州から来た君とすぐに友達

になれてほっとしたよ。

　広島で｢平和を考えるキャンプ｣だった。

原爆資料館にも行ったし、実際に原爆を体

に受けた人の話も聞いたね。どんなに痛く

て苦しかっただろう。僕はイエス様のこと

が頭に浮かんだ。「平和は痛みや苦しみを

知った人の手で作られる」ってリーダーが

言ってたよね。

　僕の教会のCSは人数が少なくて「つ

まんない」と思ってたけど、全国に友達

ができた。来年はテイーンズキャンプ

で会おう！って約束おぼえてる？僕は

ぜったい行くよ。

　帰ってきてから教会でキャンプの報告を

したら、みんなニコニコしてたしお母さん

は涙ぐんでた。僕は｢成長した｣のか。

照れくさいけど、なんかうれし

かったな。T君、また会おう！

ぜったいに会おうね！

ルーテル子どもキャンプ 4 ....  

福音版

＞＞＞＞＞  8.8　広島

ただいま急ピッチで作成中です。昨年リニューア
ルした教会手帳に皆さんのご意見を反映させて、
より使いやすくなります。ご期待下さい !!

ブラウンシュバイク州教会公式訪問

 �

クリスチャンのライフカレンダー⑤

バイブル
メッセージ

　2006年7月30日～8月8日、ミシガン州ベイシティーにて、

今年は18名のティーンズと4名の引率スタッフがグループ

ワークキャンプに参加しました。

　今年のテーマは「Full Service」。これは、アメリカのガソ

リンスタンドではセルフサービスが一般的で、日本のよう

なスタイルを「Full Service」と呼んでいるところから、この

サービスに引っ掛けて、自分のためではなく、私たちみんな

のために、その命まで捧げてくださるほどの全身全霊の奉

仕（Service)をされたイエス様の生涯を、家屋の補修という

Work等を通じて学び、今後の各人の人生においてその「Full 

Service」を実践してもらうというものでした。

　詳しくは次

号るうてるに

て、ご報告い

たします。

アメリカワークキャンプ ＞＞＞＞＞  7.30　ミシガン

　今年からルーテル少年少女国際キャンプは、ルーテ

ル子どもキャンプに改称し、第 8 回キャンプが 8 月 8

日から 10 日にかけて広島で行われました。史上最高の

55 人の参加者が集まると、広島教会ににぎやかな声が

ひびきます。

　2 日目の朝８時 15 分、教会の鐘を鳴らし黙祷しまし

た。そして原爆資料館へ。ただでは行きません、街中の

ポイントを見つけながらのハイキングです！　資料館

ではじっくり見る子、さっと通り過ぎる子、こわごわの

ぞく子、反応はさまざまです。平和公園で記念碑を探

しながら歩き、原爆ドームを見ながら歌を歌いました。

ここから市電に乗ってお好み村へ。広島お好み焼きを

たっぷり食べたら、またまた教会まで聖句を見つけな

がらのハイキング！　疲れたスタッフを尻目に、子ど

もたちは教会でアイスを食べたらすぐ復活して遊び

回っていました。

　その夜は静かに平和を考えるキャンドルファイヤー

です。キャンパーが家で折って来た平和の折り鶴を捧

げました。そして広島教会の岡愛子姉の証言を聞きま

した。車いすで登場された姉は、亡くなられたご主人が

中国での労働で体が不

自由になったこと、ご

自身のお体のこと、環

境を守るため御夫婦で

された緑の木一本運動

のことなどを話されま

す。「平和は勝ち取らな

　8 月 8 日～ 10 日、広島にて第 8回ルーテル子どもキャンプ（旧ルーテル

少年少女国際キャンプ）が行われ、その報告をいただきました。

ければならないものなんです。私達は平和を次の世代

にバトンタッチしなければならないんです！」と、力

強く言われた言葉を、子どもたちはじっと聞いていま

した。

　3 日目はグループで「平和をつくり出すには」を発

表しました。寸劇あり、歌あり、アートあり、それぞれ

の思いが多様に表現されました。自分が考えた平和

とは、を葉っぱに書いた「平和の木」も完成しました。

閉会礼拝では、みんな笑顔で元気にシャロームの大合

唱！全員が平和への誓いの宣言をして鐘を鳴らして

帰路につきました。

　広島教会をはじめ、ご協

力くださったたくさんの

方々、そして何よりこのす

ばらしい子どもたちを送

り出してくださった神様

に感謝します！

（簑田ちはる）
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　公式訪問団は、山

之内正俊議長と共

に、ビリピ・ソベリ牧師 ( 北海道特別教区・函館教

会）、佐藤和宏牧師 ( 東教区・千葉教会）、藤井邦夫・

貴子牧師夫妻 ( 九州教区・九州ルーテル学院大学

チャプレン）が同行しました。

　ブラウンシュバイク郊外にある州教会事務局を表

敬訪問した私たちを迎えてくださったのは、ヴェー

バー監督、コルマー参事官、そして日本共働委員会の

方々でした。しばしそれぞれの教会の実情、社会の課

題等について意見を交わし、今後もさらに協力関

係を深めていくことが確認されました。このほか、

歴史ある諸教会はもちろんのこと、公古文書図書

館、ディアコニア関連諸施設、ゴスラー ( 世界遺産

に登録された町）などを訪問し、ドイツにおけるキ

リスト教会の影響力と諸課題、そしてそれに取り

組む姿勢に触れる機会となりました。

　日曜日は、松本牧師が働かれる聖ステファノ教

会にて礼拝を共にし、山之内議長が説教されまし

た。午後には、按手式に出席する機会が与えられ、

二人の牧師の誕生に立ち会いました。

　短い期間でしたが、今回の訪問のためにご尽力

くださったすべての方々、特に通訳として帯同し

てくださったワルター先生、松本先生、李先生に心

より感謝申し上げます。

　ドイツ・ブラウンシュ

バイク州教会より議長が

招待されたのを受け、公式

訪問団が 7月 19 日から 24

日にかけて、ドイツを訪問

しました。

＞＞＞＞＞  7.19　ドイツ

11 月
発売予定

※画像は開発中のも
のです。

　実際は 2色刷りに
なります。

2007年 教会手帳 
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「アダムの堕罪以来、自然によって生まれる人は、罪

をもって生まれる。すなわち神をおそれず、肉慾を

もっている。そして、この疾病は、まことに、罪であっ

て、洗礼と聖霊とによって再生しないものの上に、今

でも罰をあたえ永遠の死をもたらすのである」（アウ

グスブルク信仰告白第二条からの抜粋）

　この怖い16世紀の教義が、果たして21世紀の私

達に意味あるものとして語りかけてくる事が可能な

のでしょうか。

心と肉の対立

　「わたしは自分の望む善は行わず、望まない悪を

行っている……わたしはなんと惨めな人間なので

しょう。死に定められたこの体から、だれがわたしを

救ってくれるでしょうか」これは、キリスト教の歴史

の中で最も偉大な聖徒であるパウロの苦悩する言葉

です。彼でさえ心と肉の絶望的な対立を体験してい

まな体験の中でも最も重要な要素と考えざるを得ま

せん。これはセックスが私達の肉体的、感情的、そし

て社会的性質の上に確固として根ざしているからで

す。実に強い力を持っているのです。

　またセックスは、その欲望を絶対的に満たさなけ

ればならないと考えるように私達を欺いています。

より大きな満足感が、仕事の達成、友情、健康、平和な

心、他者から払われる尊敬等によって得る事ができ

ます。長期的には、このような事がセックス同様に幸

福な人生を創造していく上において重要なのです。

性欲と進化

　「肉の欲」（アウグスブルク信仰告白では「肉慾」）

は残酷です。これさえなければ崇高な理性的、精神的

な性質を享受する事ができるのに、私達を動物的に

駆り立てるのです。私達の肉体の性質に基づく性欲

は、私達を嘲ります。なんとなれば、理性、精神が間違

えているとわかっている事を私達に感じさせ、行わ

せるのです。

　人類の進化において、精神が完全に肉的欲望や衝

動的行動から自由になる時が来るのであろうかと

思った事がありますか。進化の段階で果たして到来

するのでしょうか、それとも私達が「天国」と呼ぶ場

所においてのみ実現するのでしょうか。　　　　

（翻訳：上村敏文）

るのです。（ローマ信徒への手紙７章19～25節参照）

　今なお、私達は人間を「ホーリスティック（全体論

的）」に捉えようとしています。人間存在の全ての面

を一つの調和的全体として統合しようと試みます。

肉体面の不調の原因となると言われるがゆえに、内

なる対立を排除しようと欲しているのです。

　どちらの見方が正しいのでしょうか。パウロは心

理的不調に苦しんだのでしょうか？それとも統合

された人格の現代的見解が間違えているのでしょう

か？内なる調和を見出す事は可能なのでしょうか？

私自身は調和を渇望していますが、実際は心と肉、崇

高な理想と衝動的行動の狭間で常に軋轢がある事を

見出しています。この葛藤は、私の本性がきわめて不

完全である事を日々思い起こさせ、そして神の前で

謙虚にさせるのです。　

セックスの要素

　セックスは私達の経験の中にのしかかるように、

時には大きく現れてくるので、人生におけるさまざ

求道者の旅
A SEEKER’S JOURNAL

*「求道者の旅」より抜粋 ケネス･ J・デール
ルーテル学院大学名誉教授
引退宣教師

第 18 回　罪と性
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< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

東海教区

みのり教会・浜松教会・浜名教会 牧師
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【聖書研究】

詩編を味わう
沈黙の信仰6
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　このように、宣教室やPMの各委員会では、各種の講演

会や集会にお出かけして、お役に立ちたいと考えてい

ます。JELC-JELA共同プロジェクトの、アメリカワーク

キャンプや、インドワークキャンプ、TNG各種行事、また

計画中で視察を終えたパレスチナ平和交流プログラム

なども、スライドなど各種資料や参加者の証も携えて

お話に伺います。現在、インドやパレスチナのキャンプ

や交流から学ぶメッセージの依頼も宣教室の乙守さん

が受けています。

　せっかくのJELC全国の諸プロジェクトから、互いに

学びを共有し、成長させていただく機会となればと思

います。また、皆様の教会のお取り組みも、全国に共有

するために、お知らせください。宣教室や広報室でお待

ちしています。

　 今 年 に

なって、各

教 区 や 地

域、教会な

で、LAOS 講

座関連の講

座があり、関係者が講師として

お招きを頂き、LAOS の学びの会

が開かれています。

　5月以降を見ますと、5月 21

日、西九州群（会場は唐津教会で

講師に江藤先生）、6月 3－ 4日

三遠地区修養会（会場は挙母教

会で講師に江藤先生）、7月 2日

名古屋地区（会場は復活教会で

講師に江藤先生）、8月 1日、東

海教区夏期聖書学校（会場は新

霊山教会で講師に太田先生）と

なっています。他にも執筆者へ

の相談や依頼も頂き調整中のも

のもあります。

　今回は、一番最近開かれた東

海教区夏期聖書学校から、参加

者の声をもとに、その模様をお

伝えします。

執
筆
者
�
講
師
�

�
�
�
�

講
座

前出

講
義
全
体
風
景

講
演
�
�
�

太
田
一
彦
先
生

グループディスカッション
から

楽しい昼食の風景

「信徒宣言21」
素敵なカードでお届け

　先の全国総会で承認されました、「信徒宣言

21」のカードがようやく完成し、皆様にお届け

できることになりました。各教会に無料配布の

形でお送りさせていただきましたので、お受け

取りください。デザインは、P2委員会のいろい

ろなアイデアと思いを、るうてる編集を担当し

ているデザインのプロの事務局職員・南雲さ

んが形にしてくださいました。いくつかの候補

から、何度も見直しをし、素敵で、そして便利な

カードになっています。

　聖書にも挟めるし、またはデスクや壁にも飾

れる葉書サイズで両面カラー印刷です。信徒宣

言の裏には、ルターの紋章とその説明がルター

の肖像とともにレイアウトされています。この

ルターの画は、現地に行きドイツのヴィッテン

ベルクの市教会の聖壇にあるルーカス・クラ

ナッハの画から説教をするルターの部分をと

りました。

　ルーテル教会の伝統と教えに立ち、そして

この21世紀の現代に生きる私たちの信仰の宣

言を、皆様の議論と意見をいただいてまとめた

「信徒宣言」ですが、それらの思いがこのカード

にこめられています。

　どうぞ、ご活用ください。
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ポスターと申込書などが出来、各教会へお送りしていま

す。教会でご覧になり、希望の方は是非お申し込みくださ

い。和平の停戦が発効しましたが、政情不安などが再燃す

れば適宜検討をしますので、ご希望の方は安心してまず

お申し込みください。希望者数や状況により、選考させて

いただくこともあります。あらかじめご了承下さい。

資料一式や最新情報はインターネットからも入手できま

す。http://www.jelc.or.jp/rentai

JELA-JELC 共同プログラム
■■■■■インド・ワークキャンプＩＷＣ2007募集要項■■■■■

第3回インド・ワークキャンプの参加者を募集中です。

詳細は次のウェブページに載っています。http://www.jelc.or.jp/rentai

各教会にも案内と申し込み書をお送りしています。

対象：18歳以上　日程：2007年2 月 18 日 ( 日 ) ～ 26 日 ( 月 )9 日間　

問合せ・申込み：JELA(日本福音ルーテル社団)森川　Tel:03-3447-1521

　釜ヶ崎キリスト教協友会よりセミナー
開催のお知らせをいただきました。

２００６年　秋のセミナー
「働くこと、生きること」

期間：2006年9月28日～10月1日

会場：旅路の里（大阪市西成区）

募集人員：10名

参加費（宿泊費）：3000円（食事別）

募集締切：2006年9月21日

連絡先：釜ヶ崎キリスト教協友会

〒557-0004　大阪市西成区荻之茶屋2-8-9

旅路の里　気付

TEL/FAX：06-6631-2720（セミナー委員まで）

*詳しいお問合せは連絡先へお願いします

原罪を世に問うた作家　没後 7年

三浦綾子―その人と作品
自筆原稿、出版物、取材ノート等を通し、著作の中で問

い続けた「人間はいかに生きるべきか」という事を見つ

めなおし、三浦文学の魅力に迫る企画です。

期間：2006年9月16日～10月15日

場所：思文閣美術館（075-751-1777）
*詳しくは思文閣美術館まで、お問合せ下さい

招待券プレゼント！
本展の招待券を 10 組 20 名様に
プレゼントいたします。住所・氏
名・るうてるの感想を明記して
下記までお寄せ下さい。

FAX：03-3260-1948
締切は 9月 11 日（必着）です。

思文閣美術館よりご案内をいただきました。

原詩：バット・ヘン　シャハク
著者：「平和への夢」出版委員会

出版：PHP研究所　定価：1200円（税別）

イスラエルの少女の平和への夢
平和について考えさせられる一冊　
「平和への夢 自爆攻撃に巻き込まれた少女の日記」

イスラエルの側の少女、そして、パレスチナの側の状況。宗教・民族・政治が複雑に絡み合
い、歴史を通して紛争と悲劇に翻弄される両者ですが、一人ひとりが願うのは本当は平和な
社会のはずです。聖書の舞台となった此の地の状況を深く知り、振り返って私たちの信仰や
平和への関わり方を学ばされます。
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イスラエルの少女バット・ヘン　シャハクさんの日記が

日本語になり出版され、各種キリスト教マスコミでも取り

上げられています。彼女は１９９６年3月、15歳の誕生日

に自爆攻撃によって亡くなりました。小学生のときから書

き始めた日記に残された詩には「平和」を願う思いがこめら

れていたのです。出版には日本福音ルーテル教会引退牧師

の小泉潤先生が関わっておられます。


